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香りは、 賦香やマスキング効果以外にも、 ストレスの

緩和や肌機能の向上など様々な心理・生理効果を有す

ると言われている。 そのため、 化粧品に香りを付与する

利点は多く、 こうした香りの効果をより有効に活用する為

にも、 心地よい香りを長続きさせる “香りの徐放性” が

求められる。 このことについて、 我々は、 セルロースナノ

ファイバー （以下、 「CNF」） によって、 香りが徐放するこ

とを発見したので、香り成分を油相とするO/Wエマルショ

ンへの CNF による香り成分の徐放性及び、 乳化安定

性、 CNF の増粘性について紹介する。

また本研究で使用した CNF の種類は、 TEMPO 酸

化 CNF （以下、 「TOCN」） である。  

（1) 香りの徐放性について、TOCN の添加効果により、

4 種の香気成分 （d-Limonene、Linalool、2-phenylethyl 

acetate、 Caryophyllene) の放散が抑制された。 また

TOCN 濃度を上げることで、更に香りの放散を抑制する

傾向があった。 このことから、TOCN を添加する事で香

りが徐放することが示唆された。

（2)水溶媒に油相となる香り成分d-LimoneneとTOCN

を添加し、 調製された O/W エマルションは、 TOCN に

よって乳化が安定することが分かった。

（3)TOCN は濃度を上げることで、 高い増粘効果を示

した。

香りの放散は、 乳化が安定な状態ほど放散しにくくな

ると言われている。 TOCN による香りの徐放性、及び乳

化安定性について、 Stokes の式を用いて検証した。

Stokes の式は、 粒子や液滴の浮上及び沈降速度を示

したものである。 Stokes の式から、液滴の浮上速度は、

分散媒の粘度に反比例するというものである。 TOCN

は、 濃度が上がるにつれ、 乳化安定性、 粘性が高くな

ることが分かった。 つまり TOCN を添加することで、 増

粘による液滴の浮上速度の低下やネットワーク形成によ

る香り成分の溶媒内の拡散移動抑制によって、 乳化が

安定する。 この乳化安定性により、香りの放散が抑制し

たと考えられる。




